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研究ノート
予想需要と企業行動
堀 江 義
1. はじめに
完全競争市場における企業は，市場において決定された現行価格を与えられたものとし
て，当期の利潤を最大化するように産出量を決定する。このことは，企業は現行価格にお
いて自己の製品は常に完全販売されるものと予想していることを意味する。
他方，市場においては現行価格において需要と供給とが一致しなければ価格が変動する
ものと考えられている。このような価格調整のプロセスが何期にも渡ってくり返されたと
しょう。それでもやはり企業は＜現行価格で自己の製品は必ずすべて売れる＞と考え続け
るであろうか。もしそうだとすれば，過去の販売実績を蓄積された情報として何ら生かし
ていないことになる。
完全競争市場における企業とは，上のように，過去のデータを全く利用しない行動をと
るものと想定されているわけである。
これに対して，たとえば Mills〔切におけるように，企業が自己の製品需要を予想す
ると考えた場合に企業の供給関数は完全競争におけるそれとどのように違ってくるであろ
うか。本論はそのような問題意識に基づいてまとめられたものである。
ただし，本論においては予想の立て方，すなわち予想形成の問題には立ち入らない。
2. 売上利益
いま我々の考えている企業では等質な生産物が生産されているものとする。その価格を
P, 供給量を z,販売量を Dとすれば．当期の販売額 RSは
RS=PD 
である。また，売上原価を CSとすれば，売上利益 PSは次式で与えられる。
PS=RS-CS 
(2.1) 
(2.2) 
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次に， CSの求め方について述べよう。当期の期首および期末の製品在庫量をそれぞれ・
Q。および Q とし，当期の生産量を Yとおけば
Z=Y+Qo=D+Q (2.3) 
である。そこで（イ） o:,;:D:,;:Q。,（口） Q。:c;:D:c;:Zの2ツの場合に分けて説明しよう。ただ
し，簡単化のために次の仮定をおく。
(A. l) 期首の製品在庫の単価 Coは一定であるとし， Vo=coQ。を期首製品在庫額と
する。
(A.2) 在庫の処理は FIFO法によるものとし， earringcostをゼロとする。
（イ) o:,;:D:,;:Q,。のとき
販売に供せられる製品は前期までに生産されたものだけであるから次式が成立する。
CS=c。D (2.4) 
（口） Q。:c;:D:c;:Zのとき
販売される製品は Q。と D-Q。とに分けられ，このうち Q。に関する原価は V。であ
る。他方，当期製品製造原価を CPとすれば， CPは一般に Yの関数と見なされ， CP/
Y=CAがいわゆる平均費用である。 したがって D-Q。に関する原価は (D-Q。)-CA 
として算定され，
CS= Vo+ (D-Qo)・CA (2.5) 
がえられる。半製品は無視されている。
上式の成立することを図によって説明すればさらにわかり易いだろう。
第1図において， 長方形 OQ。<iCo および Q。Z瑶の面積は•それぞれ Vo および CP を
表わす。販売量 Dのうち， D_-Q。に対応する製造原価は長方形Q。D絃の面積になる。
したがって D の売上原価は多角形 ODclpac。の面積になり， これを定式化すれ (2.5)
がえられる。
さらに，製品価格を Pとすれば， RSは長方形 ODrpの面積で示されるから，この場
合， PSは同図の斜線部面積である。
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〔第1図〕 D>Q,。の場合
3. 企業の行動原理
前節で示された利益は，いわば expostのデータである。これに対して exanteには
企業は何を目標に生産活動を行うのかを考えねばならない。本論においては，次のような
仮説を設定することによって，その理論理的帰結を吟味することとしたい。
（仮説〕 企業は，あらかじめ自己の製品の需要を予測し，その予想に基づく予想利潤を
最大化する。
この場合，企業側から見て需要は確率変数であるとしよう。実際，企業の実務において
はそのような見方が普通のようである。（中田勇「在庫管理の実務J1日本経済新聞社，1973
年；水野幸男「在庫管理の知識」日本経済新聞社， 1960年） ． 
いま，企業による自己の製品に対する予想需要をX・とし， Xの確率密度関数，分布関
数をそれぞれf(X),F(X)で表わす。そして x:;:zの場合と X>Zの場合とが考えら
れるので，この企業の予想売上高 RS6は次式で与えられるだろう。
RS8=P(r Xf(X)dX+ r Zf(X)dX) 
0 Z 
また予想売上原価 cs• は
cS•=c。!。:•xt(X)dX+);。〔V。+(X-Q。)GA訊 X)dX
+r 〔Vo+(Z-Qo)CA訊 X)dXz 
によって与えられる。ここで
(3.1) 
(3.2) 
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z 
G(Z) =~XJ(X)dX 
゜H(Z)=G(Z)+Z(l-F(Z)) 
とおいて (3.1)およ (3.2)を書きなおせば
RS'=PH(Z) 
CS乍 CA,H(Z)+(c0-CA)H0
????
•• 
?（（
ヽノ、~??．．??（（
がえられる。ただし， Ha=H(Q。）である（計算過程は8節に示される）。 したがって，
この企業の予想売上総利益 IIは
Jl=(P-CA)H(Z)+(CA-co)比 (3.7) 
と表せることになる。
我々の仮説は，・企業がこの I を最大化する，ということである。ただし，われわれの
企業にとって価格は与えられたものとされている。
4. 最適生産量
われわれの仮説にしたがって最適生産量を求めよう。
(3.7)式において， Z=Y+Q。,CAは Yの関数である。 したがって 1Iは Yの関
数である。そこで CA=CP/Y=¢(Y)とおき，次の仮定をおく。
(A. 3) が（め>o。またが(Y)=Oを満たす Yを YAとおくとき， PL¢(YA)が成
立しているものとする。
上においてがCY)>oは，平均費用曲線がU字型になることを意味する。
次に JI'を求める。 (3.3)および (3.4)より， G'=ZJ(Z), H'=l-F(Z)であるか
ら
JI'=(P-¢(Y))(l-F(Z))ーが(Y)(H(Z)-Ho) (4.1) 
がえられる。 ここで CP'(Y)=CM(Y)とおき， P=CM(Y)を満たす Yを YMとす
る。このとき次の命題が成立する。
ll'=Oの解を Y*とすれば， YA:c;::Y*:c;::YMo
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〔証明〕
互+Qo=ZAとおけば， JI'(YA)=(P-¢(YA))(l-F(Z心）であるが， F(Z)~l. ま
た (A.3)により p:;=.:¢(Y.心であるから， II'(YA):;=.::oが成立する。
次に，が(YM)=(CM(YM)-CA(む））／む=(P-¢(む））／むであるが，いま1Jl(Z)
=Q。F(Z)-G(Z)とおけば
JI'(Y M)=(P-¢(Y M))(1Jl(ZM)-1Jl(Q。)）
である。ただし ZM=YM+Q。。ところで， 1Jl'(Z)= -YJ(Z)~O であるから， 1Jl(Z心<
可(Qo)。したがって II'(YM)勢が成立する。（なお， Zの区間〔ZA,ZM〕の少くとも
1 点において /(Z)~O ならば， JI'(Y.心<oである。）
以上によって， JI'(Y)=O は YA~Y~YM において少くとも 1 ツの解を持つことが示
された。さらに，われわれはが>oと仮定しているから， この場合には複数の解は存在
しない。
われわれの企業の最適生産量は Y*である。ここで予想需要 Xの数学的期待値をX*
(=G(co))とおいて
Q*=Y*+Q。-X* (4.2) 
を企業の製品最適在庫量と定める。他方，実現した需要量は Dであるから，企業が最適
生産量を生産するかぎり，現実の期末在庫は
Q=Y*+Q。-D (4.3) 
である。したがって， Q―Q*=X*-D,すなわち予想需要（の期待値）が現実の需要か
ら乖離すれば，その分だけ現実の在庫も最適水準から乖離することになる。
5. 確実な予想需要
われわれが X を確率変数として取り扱う場合の意味は，企業が自己の生産物に関して
需要を予想する際に確信を持てないということである。逆に，自己の予想値に確信を持て
る場合は上の Xをどのように取り扱えばよいか。第3節の枠組をくずさずに表現すれ
ば，それは次のような仮定を加えることに等しい。
(A. 4) (i) X:::?:X*ならば，.F(X)=lかっ G(X)=X*。(ii)X<X*ならば，
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F(X)=G(X)=Q。
本節では仮定 (A.4)が加えられた時の企業の極大化行動の帰結を見ることにしよう。
ところで，完全競争市場においては1企業の個別需要曲線は数量軸に平行なものとして
画かれる (Robinson〔的）。そうであれば， 1企業は，現行の市場価格を与えられたもの
として，如何なる水準に生産量を決定しようとも生産されたものはすべて現行価格で販売
されうるものと予想していることになる。言いかえれば，企業は，自己の供給は常にその
需要を見いだす，と考えていることになる。
これに対して，われわれが本論で考えている企業は完全競争市場のそれとは行動に於て
異る。われわれの企業は当期の自己の生産物に対する需要を何らかの根拠に基づいて（た
とえば，過去の売上実績に基づいて）特定の水準に予想しているのであって，生産された
ものは常にすべて売れると考えているわけではない。
さて， (A.4)の下で予想利澗を求めるならば， 次の3ツの場合に分けて定式化するこ
とができる。 (8節(3))
(i) Q。<X*::;;;:Zのとき
II =PX*-(X*-Q,。)CA(Y)-V:。
(ij) Q。::;;;:Z<X*のとき
II=PZ-CP(Y)-V:。
(iii) X*:,;:Q。:;zのとき
II=(P-C。)X* 
(5.1) 
(5. 2) 
(5.3) 
以下においては，単純化のために (iii)のケースを無視することとし， X*:2:::Q。と仮定
する。
6. 確実な予想の下での生産量
われわれの分析対象としている企業は，自己の製品に需給ギャップが生じた場合に，価
格調整ではなく数量調整で応じるものとしよう。，この点に関しては Metzler〔幻， Sam-
uelson 〔釘等に従うものであり， またこれらは Keyn蕊〔1〕， Chap.3における企業行
動の考え方 (p.25)にも則するものであろう。 しかし， それらの諸業績においては，こ
の数量調整行動が企業の何を極大化しているのかが必ずしも明確ではない。これに対して
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我々は，前節に示したように，予想利潤の極大化を企業の目標として設定する。
説明の便宜上， X*-Qo=Xとおき， (5.1)式における I を IR, (5. 2)における II
を lILとしよう。すなわち，
(i) OsxsYのとき
II=IIR= 〔p-CA(Y)〕x+E 
(ii) o:;:YくX のとき
II=IIL=PY-CP(Y)+E 
である。ただし， E=PQ。-Vo.
(6. 1) 
(6.2) 
以上の準備のもとで， IIを最大にする Yを求めるならば，それが企業の最適生産量で
ある。これを求めるためには，次の3ツの場合に分けて IIを図示すれば結果がわかり易
い。
〔ケー ス ロ x:;:YAのとき
第2図（イ）には CM曲線と CA線とが画かれている。 CA最小に対応する Yの値が YA
である。価格が縦軸の Pにあるとすれば，これと CMとから YMが決まる。
同図（口）には IIのグラフが示されている。 (6.1)および (6.2)より
IlL-IlR=(P-CA)(Y-x) 
dIJddY=P-CM(Y) 
dIIR/dY=-xCA'(Y) 
がえられるから，た3なの条件の下で I 曲線は同図の実線のようになる。
図において， P=CAまたは Y=xにおいて IL=Il Rが成立している。そして Y=YA
のとき IfR'=Oとなり，この点で I は最大値をとる。したがって最適産出量は Y=YA
である。この場合，最適在庫量は (4.2)によって求められ
Q*=YA→ ::co 
である。特に x<YAの場合は Q*>Oとなる。
このことは，需要が確実に予測される場合にあっても，企業は必ずしも在庫を清算する
ような行動をとるとはかぎらない， ということを示す。もし予想される需要水準がYA(平
均費用を最小にする産出最）プラス期首在庫量に及ばない時は，企業は生産費の低下をね
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〔第2図〕
ZM 
? ?
らいに生産量を増やし，その一部を在庫として残した方が有利である。そのような事態の
ありうることを上の例は示している。
（注） depletion cost, 在庫の earringcost (Mills 〔幻， p.224)等の費用の導入は
上の事態を量的に修正しうるものであろう。しかし，＇それらの導入の如何によって
上例のような性格の在庫が消えるわけではない。
〔ケー ス 2〕 YA~x~YM のとき
I のグラフは第3図のようになるから，生産量は Y=x・に決定される。対応して Q*
=Oとなる。すなわち，計画された供給量が予想需要に一致し，期末の在庫を残さないよ
うに企業が行動するのは，このように需要が小さすぎもせず (YA:,;:x)また大きすぎもし
ない (x:,;;:YM)という範囲内のことである。そして，この需要の上限および下限を規定し
ているのが生産の技術的条件である。
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JI 
II 
? ?
Y:, X Y., 
〔第3図〕
II 
， ーャー一—,. I .. , 
?。
Y,1 Y.u 
〔第4図〕
X 
〔ケー ス 幻 YM~X のとき
第4図に示されているように， IIはY=YMにおいて最大値をとるから，生産量は YM
である。ということは， ZM=YM+Q。として
x-YM=X*-(む +Qo)=X*-ZM
に相当する需要を企業は利潤極大の見地から放棄する，ということを意味する。
このような場合には市場のメカニズムに！よって価格は上昇するかもしれない。 あるい
は， depletion costとしてあらかじめ企業行動に組み込むかもしれない。が，この点の
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考察は本論では捨象されている。
以上3ツのケースをまとめれば，最適生産最 Yは X および Pの関数と見なされ，
???
?
?
???
） ? ???
??
? ??
?
＝＝? (6.3) 
と表わすことができる。なお， YMはPの水準に依存して決まるので， そのことを示す
ために YM(P)と記した。
〔追加〕 (6. 1)および (6.2)に基づいて Y―x平面上に等利潤曲線を画けば第5図の
ようになる。ここで II,<II2<IIaであり， IlMは I の最大値を示す（図における M
点から上方の半直線）。いま， X を0から増加させていけば，各ズの値に対して最大のI
を与える点は図の YAAMIIM折線上に位置することがわかるだろう。この折線を定式化
したものが (6.3)式に他ならない。
X 
I[, 
Y=x 
? ?
Y., 1~u 
〔第5図〕
7. おわりに
本論における考え方は基本的に Mills〔邸 (4]に基づくものである。 しかしそこに於
ては平均費用 CAが定数であること，期首在庫と売上利益との関係が明らかでないこと，
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などの点で我々に不満を残す。
以上の2点に修正を加え，合せて供給関数への影孵を確かめることが本論の目的であっ
たが，その意図は達せられたように思う。その結果としてえられたものが (6.3)式である。
(6.3)によれば，予想需要 X (当期の生産物に対する予想需要と考えてよい。我々は
FIFO法によって在庫が処理されていると考えているわけだから） が YMに満たない限
り，生産量は価格水準から独立である。ということは，ここでは価格と限界費用との均等
命題が成立しない，ということでもある。
次に， x2YMであれば価格イコール限界費用の点で生産が行われるが， これは必ずし
も潜在的な需要を満たす水準ではない。したがって恐らく価格は上昇するであろう。
以上の結果は，価格調整か数量調整かの問題にも 1ツのヒントを与える。我々の分析
は， 1ツの財に関して数量調整と価格調整との両方が現われることを示している。どちら
が現われるかは生産技術と需要水準との関係に依存する。
さて，これまでの分析に誤りがないとすれば，この結果をマクロ経済の商品需給調整の
メカニズムに適用してみることが当面の関心事となるが，この問題は残された。
8. 付録
(1) (3. 6)式の導出
(3.2)式の右辺を変形すれば
Q。 CX,
C。¥ Xf.(X)dX+V:。~Q/(X)dX+CA·A
がえられる。ここに
A=にXf(X)dX+Z『f(X)dX-Q。に;;cx)dX
である。さらに A を書きかえれば
A=G(Z)-G(Q。)+Z(l-F(Z))-Q。(l-F(Q。)）
=H(Z)-H(Q。)
がえられる。他方 (i)の第1項＋第2項は
coG(Q。)+Vo(l-F(Q。)=c。H(Q。)
と変形できるから，結局 (3.2)式は
(i) 
(ii) 
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cs•·=c。H(Q,。)+CA・(H(Z)-H(Q,。)）
となり，これは (3.6)に他ならない。
(2) JI"について
II・"=―,J'・(1-F(Z))-(P-,J,)f(Z)ーが・(H(Z)一且）ー が・H'(Z)
＝一 (/p-,J,)•/-2が・ (1-F)ーが・ (H-Ho)
仮定により p~,J,, r/J">O。また (A.4)のような特殊な場合を除けば，一般に Z<ooに
おいて l>F,H>Hoである。 Y>互ならば ,J,'>Oとなるから， したがって， JID<o
としてよい。
(3)紐 (A.4)の下で.I を求める。
， まず Z<X*の場合は F(Z)=G(Z)=Oであるから H(Z)=Z.。Z:-2':X*の場合は F
(Z)=l, G(Z)=X*により H(Z)=X*が成立する。
また， Ho=G(Qo)+Q。(1-F(Q。)）であるから，同様にして， Qo<X*ならば比=Q。， _/ 
Q。:-2':X*ならば品=X*が成立する。
これらの各ケースから， Q。~z を考慮して，起りうる場合の数を列挙すれば第 5節の
(i) ~ (iii)となる。それぞれの場合について H(Z)および H0の値を (3.7)に代入
すれば IIの各式 (5.1)~ (5.3)がえられる。
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